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下の新聞記事を読み、「コメの品薄問題」ついて 300 字以上 600 字以内で論じなさい。そ

の際、次の①、②、③のプロセスに従って議論を展開しなさい。 

 

① 筆者は、今年の店頭でのコメの品薄要因について、どのように分析しているか述べ

なさい。 

② 上記①の分析を踏まえて、政府(農水省)はどのように対応すべきと筆者は考えてい

るか、述べなさい。 

③ 今回の「コメの品薄」問題について、あなた自身の考えを論じなさい。 

 

なお、誤字・脱字、常用漢字不使用は減点の対象となるので注意しなさい。また、指定さ

れた文字数に満たない場合は、評価対象外になります。 

 

 

核心評論  コメの品薄  混乱抑える柔軟な対応を 

主食のコメが品薄になり、スーパーなどの店頭から精米が消えた地域もある。新米が出回

ればコメ不足は解消する見通しだが、消費者の不安は続いている。 

品薄につながる動きは 8 月から始まっていたが、政府の対応は後手に回った。混乱を繰

り返さないためには、コメの流通が滞るのを防ぐ柔軟な対策が欠かせない。 

品薄の背景にあるのは昨年夏の猛暑の影響だ。米粒が白濁するなど品質が低下し、流通量

が減少した。今年 6 月末の民間在庫は 156 万トンと、統計を取り始めた 1999 年以降で最少

だった。 

政府や市場関係者にとって想定外だったのは南海トラフ地震に注意を呼びかける臨時情

報が発表されたことだ。これをきっかけに備蓄用のコメを購入する家庭が増えたという。 

 小麦の値上がりでパンや麺類の値段が上がっているが、精米の店頭価格はそれほどでも

なかった。このためコメに割安感が生じ、購入が増えたという見方もある。 

 インバウンド（訪日客）の回復による外食の需要拡大や物流の 2024 年問題*1の影響も指

摘されている。お盆休み中の輸送減少も影響した。 

どの説明も一理あるが、異例の事態を説明するのに十分とは言えない。供給に責任を持つ

農水省には品薄を招いた原因の解明を求めたい。 

品薄が起きたのは 24 年産の新米が大量に収穫される直前に当たる。23 年産から切り替

わる端境期*2の出来事であり、在庫米の流通が遅れたり、地域的な偏在が起きたりした可能



性がある。 

コメが出荷されてから店頭に並ぶまでには、いくつもの流通業者が関わる。品薄の気配を

察知し、値上がりを待った卸売業者はいなかったのか。農水省は卸大手や農業団体に、コメ

の流通円滑化を要請したが、もっと踏み込んだ対応がほしい。 

政府は産地や中間流通の情報を迅速に収集し、疑わしい業者に警告を発する「G メン方

式」の対応を検討するべきではないか。不作でもないのにコメが店頭から消えた事態を軽ん

じてはならない。 

農水省は政府備蓄米*3を品薄対策に利用することに慎重な姿勢を示している。妥当な判断

だ。備蓄米を民間業者に売り渡すには入札手続きが必要であり、その間に新米が出回り始め

る。備蓄米を大量に市場に出せばコメの価格が急落し、生産者を苦しめる恐れもある。 

 米作の担い手は減り続けており、最近は肥料や資材の値上がりが農家を庄迫している。8

月以降の品薄の影響で、新米価格も昨年より 2 割以上高くなる見通しだ。 

 生産コストの上昇分を価格に転嫁しなければ農家は苦境に陥る。小売業者や消費者は冷

静に値上げを受け止め、流通量の回復によって価格が落ち着くのを待つべきだろう。 

 将来、気候変動や災害によって不作に陥れば、民間在庫や政府備蓄米を活用する必要が生

じるかもしれない。投機的な買い集めや売り惜しみ*4を防ぎ、市場の公正さを守るには、不

正な流通や取引を監視する仕組みをもっと工夫したい。 

コメを作る農家は減り続けており、国産米を将来にわたって確保するためには生産者を

支えねばならない。消費者の利益を重視するのはもちろんだが、コメの安定供給を維持する

には、効率的で強い農業を育てる視点が欠かせない。 

(共同論説委員長・永井利治) 
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*1 令和 6（2024）年 4 月、労働基準法に定められた時間外労働の上限規制が全面適用されることによ

り、人員不足やサービス低下などの問題が起こること。医療・建設・運輸などさまざまな分野で懸念され

るが、特に物流業界の問題を指して言う。 

*2 端境期(はざかいき)とは、一般に、物事の入れ替わりの時期。ここでは、23 年産米から 24 年産の新

米に入れ替わる時期を指す。 

*3 凶作・天災などで米不足になったときに備えて、政府が購入し保管する国産米。食糧法に規定があ

る。 

*4 将来の価格の変動を予想して、現在の価格との差額を利得する目的で行われる売買を投機という。こ

こでは、コメの値上がりを見込んで売買する行為を意味する。 


